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4-5．他路線の見直しについて 

特に大きな見直しを要さない他の路線についても、利用実績や利用者アンケート等から

改善要望や苦情等様々な課題がよせられました。 

これらの課題について、運行事業者あるいは利用者を交えながら検討し、実現できるも

のから順次対応していきます。 

 

例として、 

◆停留所位置の再検討 

◆バス同士やバスと鉄道の接続 

◆運行経路の追加、延伸及び変更 

◆利用しやすい時間帯へのダイヤ変更 

◆外出は比較的午前中に集中（午後便での市街地行きは利用が低い） 

◆休日や祝日にイベントや催し等に参加したいが運行していない 

◆菜の花タクシーでの通院の利用に際し、帰りのダイヤが合わない、診療時間に 

よってはキャンセル・再予約がうまくできない 

◆足腰が弱く、バリアフリー対応のバス車両にしてほしい 

◆バス時刻表、路線図の見やすさ改善             

 ◆中野木島線の飯山駅経由の検討                 など 
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4-6．スクール車両の活用可能性 

運行サービスの向上について検討する中で、バス車両の追加が必要となるケースも考え

られます。しかし新たに車両購入することは大きな負担増となるため、既存資産（市保有

のスクールバス車両等）の活用可能性検討し、可能なところから運用していきます。 

 

表.飯山市保有スクールバス車両等一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「スクールバス車両等の活用可能性」 

平日や土日の部活動、災害等の臨時対応時には、学校での利用が最優先されるため、

学校や保育園の休校・休園日や長期休みなどで可能性を検討 
 

「活用の可能性」 

●18 時以降の中高生を対象としたスクール便運行（部活帰りなど） 

●いいやま菜の花まつり、雪まつり、六斎市、夏祭り等開催時のシャトル便 

●観光客の利用を考慮した市街地循環（内回り線）  

「課 題」 

●一般客が乗車可能であることが判別できるラッピング（マグネット式プレート等）やＰＲ 

●一般有償運行を行う際の事業者委託・運転手の確保等 

●運用タイミングと利用できる車両が特定しにくいこと（その都度空いている車両を探す） 

車両
使用時間帯

乗車 活用の

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
定員 可能性

1 市マイクロバス 37人 ×

7:55 15:10

2
泉台小

スクールバス
29人

8:10 15:20

3
戸狩小

スクールバス
29人

8:10 15:10

4
岡山小

スクールバス
29人

8:00 15:40

5
城南中

スクールバス
29人

8:05 17:00

6
城北中

スクールバス
29人

8:05 17:00

7
城北中

スクールバス
29人

8:10 17:00

8
城北中

スクールバス
29人

8:10 17:00

9
城北中

スクールバス
15人

9:00 15:45

10
しろやま

保育園バス
10人

9:00 16:00

11
いずみだい
保育園バス

29人

8:37 16:20

12
瑞穂

保育園バス
15人

8:30 15:55

13
とがり

保育園バス
10人

8:30 16:30

14
しらかば

保育園バス
10人

8:35 9:10 10:00 11:00 13:40 　14:40

市街地循環線 　人

9:05 9:55 10:45 11:45 14:35 15:25

利用時間不定

※空いた時間帯に 
活用できないか？ 
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4-7．観光二次交通の検討 

現在、市街地循環線や斑尾線など一部路線にて観光客等来訪者の利用がありますが、本

数や時間帯、運行経路等にはまだ改善の余地があります。 

ただし、来訪者アンケート結果からもマイカーを中心に自動車での来訪、移動が最も多

いため、観光二次交通の検討は費用対効果を考慮しながらの検討が求められます。 

 

１）市街地循環線の活用可能性 
現行の市街地循環線は、住宅団地や病院、商店街等市街地内を広く周遊しています。観

光客の利用を促進するためには、生活路線とは別に観光客の視点に併せた経路やダイヤが

求められるとともに、利用する上での付加サービスの構築が考えられます。 

 

※乗車バス停によっては目的地まで遠くなるなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■生活交通ルート 
既存ルート 
沿線の市民を中心に 
通院や買い物等に利用 

■観光交通ルート 
(仮)内回り線 
飯山駅から寺町通り、高橋まゆみ人形館

など観光施設を結ぶ周遊路線 
※行楽シーズンなどに限定して運行 

「導入に向けた課題」 
●観光客の来訪シーズン等に限定した運行時期の設定 
●JR 飯山線との接続を考慮 
●生活路線と並行して運行するため、追加車両が必要 
●利用促進のため、料金体系（施設割引、フリーパス等）

や駐車場等複合的な環境整備と合わせた運用が求めら

れます。 
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２）斑尾線の活用可能性 
斑尾線は飯山市が運行する生活路線ですが、観光行楽シーズンには多くの来訪者が利用

しています。しかし、住民の利用を考慮した運行形態であるため、観光来訪者の利用には

不満が見られます。 

さらに、斑尾高原は当市の観光拠点の１つであるとともに新幹線飯山駅が開業すること

で、妙高高原も利用圏内と想定され、民間事業者の参入など観光経済の基盤としても在り

方が求められています。 

 

「斑尾線に関連する課題と可能性」 

●観光来訪者は、月別やシーズンに寄って利用変動が大きい。 

●利用客から不満が寄せられている運行本数の追加 

●山間部で経路が限られるため、生活交通路線と観光交通路線は重複する。 

●民間事業者の参入可能性（新幹線開業に伴う観光需要規模の把握） 

・新幹線飯山駅と斑尾高原の連絡 

・新幹線飯山駅を利用圏域とする観光拠点との連絡（斑尾、妙高など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿線住民の生活交通と来訪者 
の観光交通が競合する路線 
※生活路線と観光二次交通の

２つの機能をどう保つかが課題 

斑尾高原のほか、妙高市と

の接続、連携も考えられる 




